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12
月
２
日(

水)

か
ら
３
泊
４
日
の

日
程
で
、
谷
教
頭
を
団
長
と
し
た
生
徒

２
３
１
名
・
引
率
教
員
13
名
が
広
島
・
神

戸
・
大
阪
方
面
へ
の
修
学
旅
行
に
行
っ
て

き
ま
し
た
。
２
学
年
は
２
学
期
よ
り
、
見

学
地
で
あ
る
世
界
遺
産
の
厳
島
神
社
と
姫

路
城
の
壁
画（
文
化
活
動
発
表
会
で
展
示
）

や
千
羽
鶴
を
製
作
し
た
り
、
旅
行
委
員
に

よ
る
修
学
旅
行
通
信
の
発
行
等
の
事
前
学

習
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

修
学
旅
行
１
日
目
（
２
日
（
水
））
は
、

予
定
通
り
広
島
空
港
に
到
着
。
最
初
の
見

学
地
で
あ
る
大
和
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
を
見
学

後
、
広
島
平
和
記
念
公
園
へ
向
か
い
ま
し

た
。
こ
こ
で
は
原
爆
ド
ー
ム
を
見
学
し
、

原
爆
の
子
の
像
の
前
に
２
学
年
全
員
で
製

作
し
た
千
羽
鶴
を
奉
納
し
ま
し
た
。
資
料

館
見
学
後
、
被
爆
者
で
資
料
館
の
館
長
を

務
め
た
原
田
氏
に
よ
る
講
演
を
聞
き
ま
し

た
。
原
田
氏
は
原
爆
投
下
時
の
市
内
の
状

況
（
熱
線
や
爆
風
、
火
災
に
よ
る
被
害
）

や
核
兵
器
の
恐
ろ
し
さ
を
語
っ
て
く
れ
ま

し
た
。
講
演
後
、
謝
辞
を
述
べ
た
修
学
旅

行
委
員
長
の
岸
朱
里
さ
ん
（
２
年
６
組　

高
松
中
出
身
）
は
、「
原
爆
の
恐
ろ
し
さ
、

戦
争
の
悲
惨
さ
を
知
り
、
平
和
を
願
う
気

持
ち
を
強
く
し
ま
し
た
。」
と
述
べ
ま
し

た
。
そ
の
後
、
旅
行
団
は
宮
島
に
向
か
い

ま
し
た
。

　

２
日
目
（
３
日(

木)

）
は
厳
島
神
社

を
参
拝
し
、
干
潮
だ
っ
た
た
め
大
鳥
居
ま

で
歩
い
て
見
学
し
ま
し
た
。
そ
の
後
は

フ
ェ
リ
ー
、
バ
ス
、
新
幹
線
と
乗
り
継
ぎ

姫
路
城
を
見
学
し
ま
し
た
。
修
理
が
終

わ
っ
た
ば
か
り
の
姫
路
城
は
白
鷺
城
と
い

う
別
名
の
通
り
、
白
く
て
と
て
も
き
れ
い

で
し
た
。
姫
路
城
見
学
後
は
神
戸
に
向
か

い
、
神
戸
港
を
周
遊
す
る
船
の
中
で
、
夜

景
を
見
な
が
ら
夕
食
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

３
日
目
（
４
日(

金
））
は
班
ご
と
に

神
戸
の
異
人
館
を
見
学
し
、
楽
し
み
に
し

て
い
た
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル　

ス
タ
ジ
オ　

ジ
ャ
パ
ン
に
向
か
い
、
班
ご
と
に
ア
ト
ラ

ク
シ
ョ
ン
や
買
い
物
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

最
終
日
（
５
日(

土)

）
は
ジ
ン
ベ
イ

ザ
メ
の
い
る
水
族
館
と
し
て
有
名
な
海
遊

館
を
見
学
後
、
新
大
阪
駅
か
ら
新
幹
線
で

帰
路
に
着
き
ま
し
た
。

　

１
日
目
の
夕
方
は
雨
に
見
舞
わ
れ
ま
し

た
が
、
お
お
む
ね
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
旅

行
は
行
程
表
通
り
順
調
に
進
め
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
広
島
で
は
平
和
へ
の
思
い

を
一
層
強
く
し
、
厳
島
神
社
や
姫
路
城
の

見
学
を
通
し
て
歴
史
や
文
化
を
学
ぶ
等
、

実
り
多
い
修
学
旅
行
と
な
り
ま
し
た
。

 

２
学
年
修
学
旅
行　
　

       

～
平
和
・
歴
史
・
文
化
を
学
ぶ
～

　　千羽鶴奉納の様子 　　　平和への祈りをこめて

　　　　海遊館での様子 　　　　姫路城見学 　　　　厳島神社（大鳥居）



  
祝
　
五
十
嵐
さ
ん
（
新
体
操
部
）　

                     

全
国
選
抜
大
会
出
場
へ

県西部地区アンサンブルコンテスト　  
                                     吹奏楽部　大健闘

 放送部   県高校放送コンクール   優良賞受賞

　

11
月
22
日
（
日
）
ぐ
ん
ま
武
道
館
で
県

新
体
操
選
手
権
大
会
が
行
わ
れ
、
五
十
嵐

梨
沙
子
さ
ん（
２
年
４
組　

神
川
中
出
身
）

が
優
勝
、
全
国
選
抜
大
会
（
３
月　

長
野

市
）
の
出
場
権
を
得
ま
し
た
。

　

今
大
会
は
全
国
選
抜
大
会
の
予
選
で
あ

る
だ
け
で
な
く
、
ボ
ー
ル
・
フ
ー
プ
・
ク

ラ
ブ
・
リ
ボ
ン
の
全
４
種
目
で
競
わ
れ

る
、
個
人
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
を
決
め
る
大
会

で
も
あ
り
ま
す
。
五
十
嵐
さ
ん
は
柔
軟
性

が
あ
り
、
手
足
も
長
い
た
め
、
難
易
度
の

高
い
技
に
次
々
と
挑
戦
し
、
成
功
さ
せ
る

と
会
場
か
ら
は
大
き
な
拍
手
が
お
こ
り
ま

  

11
月
７
日
（
土
） 

高
崎
商
科
大

学
に
て
県
高
校
放
送
コ
ン
ク
ー
ル

が
行
わ
れ
、
県
内
の
放
送
部
員
約

１
２
０
名
が
集
ま
り
、
朗
読
・
ア

ナ
ウ
ン
ス
部
門
と
Ａ
Ｐ
・
Ｖ
Ｍ
部

門
に
分
か
れ
て
発
表
し
ま
し
た
。 

本
校
か
ら
は
２
年
生
が
朗
読
部

門
と
Ａ
Ｐ
（
オ
ー
デ
ィ
オ
ピ
ク

チ
ャ
ー
）
部
門
に
参
加
し
、
Ａ
Ｐ

部
門
に
出
展
し
た
「
高
山
社
の
記

憶
～
１
５
０
年
の
軌
跡
～
」
が
優

良
賞
を
受
賞
。
関
東
大
会
（
１
月

東
京
）
に
出
場
す
る
こ
と
が
決
ま

り
ま
し
た
。
こ
の
作
品
は
、
２
年

生
８
名
（
久
保
田
さ
ん
、
飯
嶋
さ

ん
、
大
竹
く
ん
、
藤
巻
さ
ん
、
萩

原
さ
ん
、
浅
野
く
ん
、
北
野
く
ん
、

飯
島
さ
ん
）
で
製
作
。
世
界
遺
産

登
録
さ
れ
た
高
山
社
跡
の
解
説
員

　

11
月
28
日
（
土
）、
29
日

（
日
）
富
岡
市
か
ぶ
ら
文
化

ホ
ー
ル
に
お
い
て
第
７
回
群

馬
県
西
部
地
区
ア
ン
サ
ン
ブ

ル
コ
ン
テ
ス
ト
が
開
催
さ

れ
、
打
楽
器
四
重
奏
（
中
澤

麻
里
菜
さ
ん
・
高
橋
萌
花
さ

ん
・
名
護
柚
貴
さ
ん
・
塩

原
楓
さ
ん
）
が
金
賞
を
受
賞

し
ま
し
た
。
ま
た
木
管
八
重

奏
、
木
管
五
重
奏
、
金
管
八

重
奏
は
銀
賞
、
サ
ッ
ク
ス
四

重
奏
は
銅
賞
を
受
賞
し
ま
し

た
。
打
楽
器
四
重
奏
に
出
場

し
た
部
長
の
中
澤
麻
里
菜
さ

ん
（
２
年
２
組　

玉
村
南
中

出
身
）
は
「
県
大
会
出
場
ま

で
あ
と
一
歩
だ
っ
た
の
で
悔

し
い
で
す
。
し
か
し
、
演
奏

し
た
。

　

見
事
優
勝
し
、
個
人
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
と

な
っ
た
五
十
嵐
さ
ん
は
「
全
国
選
抜
大
会

に
出
場
で
き
る
こ
と
に
な
り
、
と
て
も
う

れ
し
い
で
す
。
大
会
は
３
月
な
の
で
、
ベ

ス
ト
の
状
態
で
臨
め
る
よ
う
、
し
っ
か
り

練
習
し
た
い
で
す
。」
と
選
抜
大
会
へ
の

抱
負
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
今
大
会
で
は
丑
舘
美
音
さ
ん
（
２

年
４
組　

塚
沢
中
出
身
）
も
第
３
位
に
入

賞
す
る
な
ど
、
新
体
操
部
員
が
大
活
躍
し

ま
し
た
。

の
方
や
観
光
客
の
方
に
取
材
し
た
内
容
等

を
静
止
画
像
と
音
声
で
ま
と
め
ま
し
た
。

　

審
査
員
か
ら
は
、「
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の

仕
方
が
上
手
だ
っ
た
」と
好
評
価
で
し
た
。

関
東
大
会
で
は
「
藤
岡
市
」
と
「
高
山
社

跡
」
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
き
て
く
だ
さ
い
！

　

高
崎
市
シ
テ
ィ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
開
催
さ

れ
た
高
校
芸
術
祭
書
道
展
（
10
月
29
日
～

11
月
４
日
）
に
お
い
て
書
道
部
の
本
木
千

陽
く
ん
（
３
年
４
組　

小
野
中
出
身
）
の

作
品
が
奨
励
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

本
木
く
ん
の
作
品
は
朱
文
の
隷
書
で
、

文
字
の
後
ろ
側
に
細
か
い
模
様
が
あ
り
、

見
学
者
の
多
く
が
そ
の
細
か
さ
に
感
心

し
、
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。
他
の
部
員
の

作
品
も
文
字
だ
け
で
な
く
、
後
ろ
側
に
彩

色
を
施
こ
す
な
ど
の
工
夫
を
し
、
作
品
に

明
る
い
雰
囲
気
を
作
っ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
第
40
回
群
馬
県
刻
字
展
に
お
い
て

は
、
本
木
君
を
は
じ
め
、
書
道
部
２
年
生

の
相
川
彩
乃
さ
ん
、
金
屋
瑠
音
さ
ん
、
小

河
原
結
衣
さ
ん
、
針
谷
ま
り
絵
さ
ん
、
尾

林
沙
弥
さ
ん
が
奨
励
賞
に
、
２
年
生
の
高

橋
美
幸
さ
ん
、
新
井
玲
奈
さ
ん
、
１
年
生

の
井
上
和
佳
さ
ん
、
林
翔
稀
さ
ん
、
中
沢

真
奈
美
さ
ん
が
入
選
す
る
な
ど
日
頃
の
成

果
を
遺
憾
な
く
発
揮
し
ま
し
た
。

は
大
き
な
ミ
ス
は
な
く
納
得
の
い
く
演
奏

を
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
良
か
っ
た
で

す
。
こ
れ
か
ら
も
新
人
戦
や
定
期
演
奏
会

等
に
向
け
て
頑
張
っ
て
練
習
し
て
い
き
た

い
で
す
。」
と
感
想
と
抱
負
を
語
っ
て
く

れ
ま
し
た
。

  

高
校
芸
術
祭
書
道
展 

奨
励
賞
受
賞

         

　
　
書
道
部
　
本
木
千
陽
く
ん 

表彰される五十嵐さんと丑舘さん　　　　書道展の様子　　　表彰式の様子

　　打楽器四十奏のメンバー

　　　　笑顔の部員たち


